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マーク･トウェイソと言えば､楽観主義､ユーモア､あるいは笑いという言葉

が直ぐ連想される｡しかしその一方で､特に彼の晩年には悲観主義も兄い出せる｡

こうした彼の楽観主義および悲観主義は彼の二面性と言え､読者は トウェイソの

そうした特質を見るときそれがいかなるものなのか､また彼の楽観主義と悲観主

義の奥義を究めたいと考える｡ともあれ､彼はユーモリストとして､終生笑いを

描いた｡その笑いの根底には､必ず人間性が読み取れる｡ウィリアム･ディーソ･

-ウェルズは､ トウェイソはセルバソテス､スウィフトなどの仲間に入るが､
I)

｢人間性においては､誰も彼に匹敵する人はいなかった｣と述べている｡

トウェイソは楽観主義者であったのか､それとも悲観主義者であったのだろう

か｡彼は 『自伝 第II巻』 (アルバー ト･B･ペイソ編)において､兄のオーリ

オソに言及し､ ｢悲観主義者は生まれつきで､後から作られるのではない｡楽観

主義者は生まれつきで､後から作られるのではない｡ しかし､彼は私が知るなか

で悲観主義と楽観主義がまったく同じ割合で同居 した唯一の人だ｣と述べる｡ま

た､ トウェイソ自身が述べるように､ ｢完全に悲観主義的に､あるいは完全に楽

観主義的に生まれついている人はおそらく誰もおらず､その人はある線に沿って
2)

は悲観主義であり､他の線に沿っては楽観主義である｡それが私の場合だ｣とい

うことである｡

トウェイソの場合は､その割合は微妙だが､基本的には彼を楽観主義者と捉え

られるだろう｡何故なら､彼は､その 『自伝 第 Ⅰ巻』 (アルバー ト･B･ペイ

ソ編)で､他の人が意気阻喪しているとき､自分が明るくできるのは私哩 だっ

た｣と述べていることを含め､いくつか理由が兄い出せるからである0 『マーク･

トウェイソのノー トブック』 (アルバー ト･ペイソ編)で彼は､自分自身を明る

くさせる最良の方法は誰か他の人を明るくすることだ｣と述べ､彼がそのように

していたことが窺えるし､実際娘のクララによれば､トウェイソは朝の食卓でジョー

クはあまり受けはしなかったものの常にジョークを飛ばすつもりで､皆を明るく
3)

させようとしていたという｡また､ 『マーク･トウェイソのノー トブックとジャー

101(13)



ナル 第4巻』 (カリフォルニア大学出版)において､1870年の書き込みとして､

オリヴィアは ｢笑う､-私は今までの人生で彼女はど愉快な人に会ったことがな

い- 私自身を除いて｣とある｡長女のスージーは彼女の ｢自伝｣で トウェイソ

は ｢たい-んよい人でとてもおもしろい人だ｣と書いている｡デクソソ･ウェク

クーによれば､ トウェイソが母親について､彼女は ｢太陽のような資質を持って

おり､･･･彼女の長い人生は彼女にとって､あらかた祭日だったし､悪意のない冗
4)

談やウイットにまつわるふざけた遣 り合いを好んだ｣と述べたと記 している｡ ト

ウェイソは母親のそうした気質を受け継いだに違いない｡そして､1899年4月2

日トウェイソは-ウェルズに人間が尊敬できなくなったし､新聞を見れば､人間

の堕落､卑劣､偽善､残酷さが文明を作っているが､それでも ｢自分は絶望しな

い｣と彼に述べさせることは悲観主義者ではできない｡彼の晩年の作品 『人間と

は何か?』 (1910)における中心的存在の ｢老人｣は､ ｢人間は機械である｣と

いう考え方､すなわち決定論を主張し､その哲学は極めて暗いにもかかわらず､

彼は絶望しておらず､彼自身も暗 くない｡また､やはりその 『自伝 第Ⅱ巻』の

なかに､-レソ･ケラーとのエピソー ドがあり､そこで-レソ･ケラーは トウェ

イソについて､ ｢トウェイソさん､あなたは一度私に自分は悲観主義者だとおっ

しゃいましたが､偉大なる人はよく間違って受け取られます｡あなたは楽観主義

者です｣と述べたことも主張できる｡また､ トウェイソ自身 ｢人の気質は生まれ

つきのもので､いかなる環境をもそれを変えることはできない｡私の気質は自分
いっとき

の精神を一時に長い間気落したままにはおかない｣と述べる｡

しかし､ トウェイソが ｢私の人生の転換点｣ (1910)で示すように､人間の気

質は ｢環境の仲間｣であるが､ ｢環境は人間の主人だ- そして環境が命令すれ

ば人間は服従しなければならない･･･環境は強力だ｣と言える｡ したがって､環童

も人の姿勢を大きく左右する｡その意味で､彼を取 り巻く環境が彼を楽観主義者

としての資質を持続させたと言うことができ､その環境を作った人として妻のオ

リヴィアが大きな役割を果たしたと言っても言い過ぎではないだろう｡

『マーク･トウェイソの書簡集 第4巻』 (カリフォルニア大学出版)におい

て､ トウェイソはオリヴィアに対 して､おどけて息子ラソグドソに成 り代わり

｢ぼくのちっちゃなおかあさんはとても明るく､朗らかで､とても楽しそうだけ
5)

ど､なぜなのだろう｡病気のときでも､いっぱい笑うの｣と手紙で書いている｡
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『自伝 Ⅱ 巻』において､ トウェイソは ｢彼女はいつも明るかったし､いつもほ

かの人に対して彼女の陽気さを外に表すことができた｡九年間､私たちは貧しく､

借金をしていたとき､彼女はいつも私が絶望しないようにすることができ､暗雲

に対して明るい面を見ることができたし､それで明るい面が見られたのである｡

-いつも少女の未練のない笑いを持っていた｡なかなかそういうことはなかった

が､彼女が笑ったときは耳に音楽のように奮い立せるのだった｣と記している｡

彼女の笑いがいかに トウェイソにとって､快いものだったか想像できる｡こうし

て見るとオリヴィアから､ トウェイソの短編 ｢百万ポソド銀行券｣ (1893)のポー

シャが連想される｡ポーシャは主人公の-ソリーの窮地を ｢笑いころげるほど｣

笑い､へソリーには､人のもめごとや悩みや恐怖の話がそうした効果を斎すこと

がわからなかったが､彼女はそれを笑い飛ばしたのだ｡それで-ソリーは ｢そん

なに陽気になれる彼女を見て､ますます好きになってしまう｣のである｡これは

オリヴィアとポーシャが重なって見える例だ｡

｢一世紀以上もの間､批評家はサミュエル ･クレメソズ [マーク･トウェイソ]

の妻オリヴィア･クレメソズが､病気がちで､依存的で､有名な19世紀の作家の
6)

作品を抑制した無気力な女性でしかないと描写されてきた｣が､ 『マーク･トウェ

イソの書簡集 第4巻』編者の一人､ l)ソ･サラモによれば､ ｢オリグィアは､

彼 [トウェイソ]の作品の検閲官でユーモアがなく､消極的で､病気がちな､澄

ました人間と見られていた｡しかし､それは単に本当ではなかった｣と述べ､間

違った彼女のイメージを指摘している｡別の編者ヴィククー ･フィッシャーは､

｢彼の妻と子供の病弱なことが長引きはしたが､それでもなおクレメソズが-

結婚前は自称 ｢放浪者｣- であり､家族を持つ男として 『ひどく興奮するほど

幸せ』だった｣と述べ､彼がいかに楽しい生活を彼女と共に送っていたかが窺え

る｡さらに､別の編者のマイケル ･フラソクは ｢初めて･-われわれは彼ら [トウェ

イソとオリヴィア]が本当の協調関係のなかで相互に依存していたと言う感じを

つかんだ｣と述べる｡相対的にみれば､そうした環寛のなかで トウェイソには楽

観主義の要素が比重を占めていたのではないか｡要は人が明るいか暗いかを判断

するのはどちらの割合が大きいかによるのだ｡

一方､無論 トウェイソは比較的早い時期から悲観主義的側面を持っていたと考

えられる｡彼の ｢『人間とは何か?』の決定論および人類についての言説という
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一般的な悲観主義は少年時代に反復して教え込まれたカルヴィニズムの産物であ
7)

ると一般に考えられている｣と-ワード･マソフォー ド･ジョーソズは述べる｡

トウェイソの 『マーク･トウェイソの自伝』 (チャールズ･ネイダー編)による

と､ トウェイソが20歳の時､シソシナッティで､40歳のスコットラソド人のマク

771レ-ソという自称 ｢哲学者｣に出会い､彼の ｢人間の心は動物王国で唯一

悪いものである｣という考え方に共鳴したことが窺え､それが後の トウェイソに

大きな影響を与えたと見て間違いないだろう｡次女クララは､父親の トウェイソ

の心的状態について､ ｢問から光り-､そして光りから闇-との変化は激しかっ
8)

たがそれが多分父親の魅力だった｣と述べている｡また､彼女は ｢疑いなく後の

父親の根深い悲観主義はスージーの悲劇に端を発 した｡それは､彼自身の悲しみ

だけでなく､母親の悲しみに沈んだ光景をみるに堪えなければならなかったから

だ｣と父親の悲観主義が増大した点を指摘 している｡デラソシー ･ファーグソソ

は ｢暗い心的状態は､彼の性格の一部であったし､彼が陽気だったことに対して
9)

払った代償の一部であった｣と述べる｡当時のアメリカの男性はダークスーツを

着ていたにもかかわらず､白色を好んだ訳でもない トウェイソは晩年白いスーツ

を着たが､これは彼の悲観主義の表われと捉えることができる｡それは晩年の ト

ウェイソにとって､世の中は最早きれいには見えなかったのである｡こうした悲

観的な見方が彼のなかで比重を占めていたため､白い服を着続ければ ｢汚い世界
10)

においてきれいで｣いられると考えたのである｡

『マーク･トウェイソのノー トブック』のなかで､1902年に トウェイソは楽観

主義と悲観主義に関して非常に興味深い言葉､すなわち ｢48歳前に悲観主義者に

なる人は知り過ぎているが､もしその後でもその人が楽観主義なら知らなすぎる

人だ｣と記している｡これは何をあらわしているか｡ トウェイソが48歳といえば､

1883年である｡ウォルター ･ブレア一によれば､ トウェイソは 『-ツクルベリ･

フイソ』を仕上げた2､3ケ月後に決定論を意味する悲観主義者になったと暗示
Il)

すると述べている｡その意味から言えば､その作品にはかなりの含蓄がある｡確

かに､例えばその作品には作者の複雑な意図やさまざまな笑いが含まれる｡ある

いは､ 『-ツクルベリ･フイソ』以降の作品は確かに暗さを増していると言える0

彼の二面性を見る場合､48歳を一つの転換期と考えてよいだろう｡しかし､それ

以前の作品にもトウェイソの悲観主義の片鱗が読み取れる｡ 『トム･ソーヤー』
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が適例だ｡この作品は少年 ･少女の物語と見なされ､その明るい面が強調されが

ちだが､詳しく作品を見てみると､実際明暗併せ持つ小説であることが読み取れ

る｡ トウェイソは一般にユーモリストと捉えられる一方､シリアスな作家でもあっ

た｡彼のユーモアや笑いの背後に深刻な問題が潜んでいる場合が多いからだ｡シ

リアスな トウェイソを見れば､彼の悲観主義が色濃 く含蓄されていることが分か

る｡

しかしながら､ トウェイソは自分が好むと好まぬとにかかわらず人を笑わすお

もしろい作品を描くしかなかったと言えるし､あるいはそう運命づけられていた

と言ってもよい｡それは､例えば､ 『マーク･トウェイソの書簡集 第 1巻』

(カリフォルニア大学出版)において､彼が1865年10月に兄夫婦に宛てた手紙で

示すように､彼の文壇-のデビュー作､フロソティアの短編 ｢飛び蛙｣ (1865)

がセソセーショソを巻き起こしたのは､文学への ｢神のお召し｣があったからで

ある｡しかし､それは､当時 ｢価値が低い｣ユーモア文学からのものであった､

と彼は心情を吐露する｡したがって､ トウェイソは皮肉にも､ ｢神の創造した人

間の笑いを引き起こすために書く｣ことに専念することがよいと考えたのである｡

それ以来彼は､ ｢若きサタソの物語｣ (1982)でサタソの口を通して､笑いは人

間の ｢有効な武器｣だと言うまで､笑いを念頭に置いて作品を書き上げたと言う

ことができる｡また別の例を引けは､彼が､ 『トム･ソーヤ-』を出版した1876

年､グロテスクとも言える誇張したユーモアを措いた短編 ｢コネティカットにお

ける最近の罪の謝肉祭｣を 『ア トラソティツク誌』に掲載したが､この時の一般

読者の トウェイソに対する反応は ｢モラリストになり､社会的価値観を吟味し､
12)

増大する彼の分裂感に軽く言及した彼の月の暗い側面 を探究するトウェイソ｣

に当惑し､満足しなかったと､ジャスティソ･キャブラソは 『クレメソズ氏とマー

ク･トウェイソ』において述べている｡つまり彼らは､ ｢依然としてマーク･卜
13)

ウェイソに､おもしろい人だけであって欲しいと思った｣というのである｡この

短編は､確かにそれまで彼が描いた作品とは趣を異にしており､そこで彼はブラッ

クユーモアを描出したと捉えられる｡簡単にその筋を言うと､第一人称語 り手
14)

｢私｣が､自分の分身である醜 く､グロテスクで､不気味な笑いを有する ｢良心｣

という小人を焼き殺 してしまい､その後2週間で38人を殺し､自分の視界を遮る

家は焼き払い､さまざまな罪を犯し､いろいろな放浪者を科学的目的で利用する､
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というように豹変してしまうという暗い話である｡こうした彼の暗い笑いに当時

の読者は違和感を覚えたのだ｡これは作家が一旦定着したイメージを払拭するこ

とが簡単にはできないこと､また一般読者はそうした変化を望まない一つの例で

ある｡

このように人を笑わす運命にあった トウェイソは､時にはそのジョークの度が

過ぎて大きな失敗を犯すことがあった｡その代表的な例として､まず彼が1862年

に人を一杯喰わす小品 ｢カーソソ近 くの血に染まった大虐殺｣を書きヴァージニ

ア･シティの 『ェソタープライズ紙』のジョー ･グッドマソに気に入られ発表す

るものの､サソフラソシスコの新聞社から彼のジョークは ｢見当違い｣で ｢不条

理｣だと酷評され､彼らに不信感を持たれてしまう｡それに対して トウェイソは

謝罪の手紙を出し､ 『ェソタープライズ紙』も辞めようとするがジョー ･グッド
15)

マソに引き止められたことがあった｡そしてその15年後に､ジョソ･グリーソリー

フ･ウィティア-の晩餐会での トウェイソの失敗は同様にその典型例である｡

1877年12月17日に 『月刊アトラソティック誌』の主催でジョソ･グリーソリーフ･

ウィティア～の70歳の誕生日および雑誌創刊20周年記念を祝 う晩餐会が開かれ､

そこにラルフ･ワルド一 ･エマソソ､-ソリー ･ワッズワース･ロソグフェロー､

オリヴィア･ウエソデル ･ホームズ､ウィリアム･ディーソ･ハウェルズを含め､

文壇における鐸々たる人物が招待され､ トウェイソも呼ばれスピーチをすること

になった｡彼は十分準備をしてスピーチに臨んだ｡ トウェイソはそこに不敬をあ

らわす話を盛り込んだが､それとお上品な伝統とは相容れなかったのである｡ ト

ウェイソいわく､ ｢誰か笑うだろう､若 しくは誰か微笑むだろうと期待 したが､

その望みがだんだんなくなり誰もそうはしなかった｣ (『マーソ･トウェイソス

ピーチ集』)のである｡結局､それがェマソソ､ロソグフェロー､ホームズを趣

味の悪い下品なジョークで邦稔 したと取られ肇感を買ってしまい､詫びる手紙を

彼らに書いた事実は有名である｡それが トウェイソにより ｢奇妙な出来事｣とし

て後々まで残った｡へソリー ･ナッシ･スミスは トウェイソが ｢お上品な伝統を

攻撃したヒーローとして後の世代が使うに便利な過去を組み入れ､また彼がした
16)

だろうことに対して懲らしめられることは避けられないことだった｣と述べる｡

1877年12月28日頃にトウェイソはこのとき失敗を招いた自分について､-ウェル

ズ宛てに ｢私は大いなる､そして途方もない愚者だ｡でもそれなら私は神の愚者
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であり､神の創造物は尽 く尊敬をして熟慮されねばならない｣と書き､自分の愚

かさだけでなく､人間としての不完全さや弱きを暗示する｡ときに､当時の新聞

は彼らが ｢マーク･トウェイソという強い味付けのネヴァダのアルコール中毒に

よる振寓語妄｣を聞いたと酷評した｡ トウェイソを支持した新聞もあるにはあっ

たが､大半は彼を批判するものだった｡これらは トウェイソのユーモアや笑いが

的を外れたときに生じたのである｡-ウェルズによると､チャールズ･ダッドレ一･
17)

ウォーナーは トウェイソを ｢やあ､マーク､旦旦おかしな奴だ｣と言ったという.

さらに､ トウェイソは､ウォール ト･ウイットマソの70歳の誕生日を祝う手紙を
18)

出すが､これも失敗例である｡こうした例は､いずれもトウェイソがジョークの

度が過ぎて生じた失敗であり､同時に彼の不敬に基づく考え方を示す0

トウェイソは､ 『マーク･トウェイソのノー トブックとジャーナル』 (カリフォ

ルニア大学出版)において不敬について､ ｢それが一つの目的に適ったものにすっ

かり笑いを浴びせれば､それは一千もの冷酷で忌まわしい見せかけと迷信を滅亡

させるし､それで精算ができる｡不敬は自由の保護者であり､その唯一の確かな

る防御手段である｣と述べる｡しかし､やはり人が置かれる環境によってそれは

必ずしも受け入れられない｡

ところで､ トウェイソは基本的に物事を系統的に考える人間ではなかったと言
7丁こ-マソ

えよう｡例えば､ トウェイソ自身､自分は ｢おもしろい人｣と言われても構わな

いと言ったが､別なときには､そう捉えられては困るとも言っている｡また､無

論経済的な問題を鑑みたとしても､後に妻となったオリヴィアに講演は非常に嫌

いなので止めると言っては続けたり､旅は最早魅力がなくなったと言っては続け

た (一説によると彼はヨーロッパに29回渡ったとされているので､嫌いだったと

は言い難い)｡あるいは､酒を止めると言っては続けていた｡こうしたところに

も彼の二面性は見られる｡彼自身のなかにも､自分の本名のサミュエル ･クレメ

ソズと筆名のマーク･トウェイソとが同居しており､作品を読むときは､十分注

意して読まないと重要なポイソトを外 してしまうことがあると批評家がしばしば
トウ1イソ

指摘するが､確かに彼の ｢二面性をマ-ク｣しなければならない｡

しかのみならず､彼にはスピーチや作品に関しても優柔不断なところが多く散

見される｡二つ例をあげよう｡ トウェイソは､ウィティア-の晩餐会のスピーチ

をした翌年の2月5日にフェアーバソクスに ｢そのスピーチをよいものでないと
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誰も言わなかったと私は確信しているし､結構私の平均以上だ｣と書いた｡その

ときから28年後の1906年1月11日にそのスピーチを二度再読し､それは ｢粗悪で

も下品でもない｣と否定したが､同年1月23日に親友の トウィッチェルに対 しそ

の見方を変え､あれは ｢粗悪で下品だった｣と言い､ ｢スピーチは最初から最後

まで気に入っていない｣と述べた｡しかし､1907年5月25日にそのスピーチを音

読して読み直し､今度はそのスピーチが見事だというように見方を二転､三転さ
19)

せている｡次に､ 『トム･ソーヤー』に関して､彼は最初､ ｢少年の小説ではまっ

たく旦上ン 大人だけに読まれるだろう｡大人のために書いたのです｣と親友の作

家ウィリアム･ディーソ･-ウェルズに1875年5月5日付の手紙で明言したが､

数ヶ月後の11月25日付の-ウェルズからの手紙で､ ｢それは少年の物語として明

確に扱った方がよい思う｣と言われ彼に同意し､最終的に ｢私の本は主に少年お

よび少女の楽しみに向けられたけれど､だからといって大人に避けて欲しくない

と思う｣と 『トム･ソーヤー』の冒頭で書いている｡こうした例は､ トウェイソ

の他の人への依存心に由来するものと考えられる｡

トウェイソには､絶えず彼を訓練してくれる指導者がいた｡両親､オ-リオソ､

ホレイス･ビィックスビィ､マックファーレーソ､ジョー ･グッドマソ､ダソ ･

デ･クウィレ､7-テマス･ワオ-ド､ブレット･-ーテ､ジム･ギリス､ステー

ヴ･ギリス､メアリー ･フェアバソクス､オリヴィア､ウィリアム･ディーソ･
20)

ハウェルズ､へソリー ･ロジャ-ズ､ジョー ･トウィッチェル- こうした人た

ちは少なからず彼に影響を与えており､また同時に トウェイソは彼らに頼ってい

ることが分かる｡例えば彼は､十歳年下の妻オリヴィアに頼り､作品を書 く際目

を通してもらい､七歳しか違わないフェアバソクスを ｢フェアバソクスお母さん｣

と呼び､彼女から朕を受けたし､あるいは僅かに年長のハウェルズに対し､1875

年7月25日付の手紙で ｢あなたは私の作家だ｡私はあなたに制限されているが､

他の人なんかどうだっていい｣と書いており､作家として-ウェルズに頼ってい

たことが窺える｡別の見方をすれば､ トウェイソは付和雷同をしたのではなく､

彼がいた環境における一定の人々､つまり信頼できる相談相手の意見を無視でき

ず､それを聞きつつよりよい作品を描いたということができ､その意味で彼らの

意見は貴重だったと言える｡

ユーモリストの トウェイソは終生笑いを描 く運命にあったと前述 したが､確か
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に彼の作品を読むとさまざまな笑いが発見できる｡バーナー ド･デヴォ- トは

｢現実の世界で見聞きしたものを示すことによって､笑いを引き起こすのがマー
21)

ク･トウェイソの願望だった｣と述べる｡そして､笑いが トウェイソの ｢武器｣

になり､その笑いの特徴が人間性に根ざしているということである｡ 『憤激する

マーク･トウェイソ』において彼は､ ｢人間は常におもしろかったし､われわれ

は人間が引き続き変化することはないということをその過去により知っている-

それは常に同じであり､変化することは全くない｣ し､ ｢われわれは内面的にみ

な同じだ｣と述べるように､人間について常に興味を持ち､そして人間を気にせ

ずにはいられなかったため､おそらく一方で人間を愛し他方で人間を嫌うという
アソビヴ丁レソス

反対感情の併存があったであろう｡しかし､彼は人間を見放さず､最後まで人間

性について探究したと言うことができる｡その探究の結果が人間性にまつわる笑

いといってよい｡重要なことは､ トウェイソは頭でなく､心で作品を書いたとい

うことだ.彼は1868年に､ ｢文学では常に 『正直は最良の策』だ｡立で書く人は

よく書けないということは決してないが､-心にないものを書いた人でよく書け

た人は誰もいなかった｣と 『マーク･トウェイソの書簡収集 第2巻』 (カ リフォ

ルニア大学出版)で述べており､われわれは彼がいかに心で作品を描いていたか

を垣間見ることができる｡さらに､ 『憤激せるマーク･トウェイソ』において､

トウェイソは ｢かなり前から経験によって教えられており､もし私が少年の物語

あるいは誰か他のものを語るとして､それが心ではなく､頭に由来するとすれば､

それは出版には値 しないし､常にくずかご行きだ｣と述べる｡ トウェイソが作品

を心で書いたからこそ今もって人々は トウェイソの味のある作品を読み続けるの

である｡
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14)マーク･トウェイソにとり､良心は ｢人間のモラルの薬箱｣ (『自伝 第Ⅱ

巻』)であり､永遠のテーマで､かつ深刻な問題であった｡そのため彼は､

夜時には狂気を覚えたという｡また､彼は1869年3月2日にオリヴィアに手

紙で､ ｢良心に悩まされた｣と書いている｡ 『トム･ソーヤー』においても
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『-ック･フイソ』においても､主人公は良心の珂責に苛まれる｡また､後

の作品では良心が ｢モーラルセソス｣に変わる｡

15)PaulFatout,MarkTwaininVirginiaCity(Bloomington:The

lndiannaUniversityPress,1964)104-105.

16)HenryNashSmith, "'ThatHideousMistakeofPoorClemens'S,…

"HarvardLibraryBulletin"(Cambridge:HarvardUniversity,1955)

175.EdwardWagenknacht,MarkTu)aim:TheManandHisWork

(NewHaven:TheYaleUniversityPress,1935)65.参照｡
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18)EdwardWagenkneft,127.

19)HenryNashSmith,175.

20)Ibid.,169.DixonWector,MarkTum'ntoMaryFairbanks(SamMarino:

HuntingtonLibrary,1949)183.によると､ トウェイソはあなたとオリヴィ

アが私の最も厳しい批評家だと手紙で書いている｡因みに､ ｢クエーカー号｣

で旅をした際､フェアーバソクスは笑いを大いに気に入り､ トウェイソが座っ

たテーブルが最も頻繁に笑いが起こったという｡(120)

21)BernardDeVoto,MarkTuxzin'sAmerica(Boston:Little,Brown,
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